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Klinefelter症候群の皮膚紋理
1．Klinefelter症候群（47， XXY）48例の

   指紋出現頻度と指紋隆線数について
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DERMATOGLYPHIC STUDY OF KLINEFELTER’S SYNDROME

1． FINGF．．R PATTERNS AND FINGER RIDGE COUNTS IN 48 CASES

        OF 47， XXY KLINEFELTER’S SYNDROME
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  The finger pattern and the fin3－er ridge counts were investigated in 48 cases of Klinefelter’s

syndrome．

  The finger pattern of all the digits in this particu］ar syndrome were similar with those in the

nOr皿al female COntrOIS．

  If compared with the normal men， the ulnar loops were frequent and the whorlg． were infrequent

both with statistic significance． ln Klinefelter’s syndrome， the arches of the thumbs and the uln．ar

Ioops of the index fingers were frequent， and the whorls of the index fingers were infrequent

comphred with the n6r血al male and female controls with statistic signi丘cance．

  The loops and whgrls seen in Klinefelter’s syndrome showed ridge－counts less than the control

su切ects． The total finger ridge－counts were signi丘cantly less than those observed in thc normal皿ale

and fernale su切ects probably due to over－all decrease of the ridge．counts of the丘nger－prints rather

than increase of the arches．

  The Japanese with Klinefelter’s syndrome seem to have the common dermatoglyphic findings

with the caucasian people with this syndrome in the finger－prints similar with the normal women，

predominance of the fingerprints with less ridge－counts and the total finger ridge－counts less than

normal female一 subjects．

は じ め に

 Cumminsら1）（1926）によ？て，指掌，足底の皮膚

紋理を研究する領域に対して，derrnatoglyphics（皮

膚紋理学）という名称がつけられた．従来，皮膚紋理

を対象とする領域は人類学，比較形態学，遺伝学，解

剖学，法医学がおもなものであったが，近年，先天異

常の研究に皮膚紋理が用いられてきた．Down症，

Turner症候群のような染色体異常では，すでに皮膚

絞理学は，臨床医学においても有用な研究手段とな

り，補助診断学的価値が認められている2～12）．

 Klinefelter症候群の皮膚紋理に関する研究は白人

については多くの報告がなされている，47，XXY

KIinefelter症候群の指紋について，これまで明らか
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にされている所見は次のごとくである，指紋の出現頻

度では弓状紋が増加している．一般に隆線数の少ない

指紋が多く，指紋の総隆線数は正常男女より減少して

いる2・5・13～17）．

 皮膚紋理には人種差があり，日本人の指紋出現頻度

は，白人とは異なり，渦状紋が多く，弓状紋，尺側蹄

状紋が少ないことが特徴的である18）．指紋総隆線数は

日本人が白人より高い19・19）．このような人種差を考慮

すると白人例で得られたKlincfelter症候群の指紋に

関する知見を，そのまま，日本人にあてはめることは

できないと考えられる．

 本邦例については，これまで塩野ら21・22）の報告がみ

られるのみである．

 そこで，われわれは47，XXY KIinefeltcr症候群

の48例について，指紋を調べ，これまでの欧米例にお

ける知見と比較検討した．

Table 1． Percentage frequencies of finger pat－

     terns on all digits of Klinefe1ter’s

     syndrome and controls．

A R U H
Ri／一TiiEIEIIi nefel15i，；’g’

sy口drome
（n叫80｝

males
Cn＝3050）

females
くn＝3060）

3．3

1．6

2．0

2．3 53．3

3．4 46．7

2．5 53．2

41．0

48．3

42．q

controls d己t己 from 卜latsuda （19ア3）．

Table 2． Percentage frequencies of finger pat－

     terns on individual digits of Klinefel－

     ter’s syndrome and controls．

P己tterns
 digits （ left and right combined ）

1 IE II1 IV V

対象と方法

Arches

Klinefelter’s

syndrome 7，3 5．2 2．1 1．0 1，0

mnles ）．D 4．4 2．］ O．3 O．2

females 2．9 4．4 Z．3 e．2 O

 指紋採取の対象としたKlincfelter症候群の患者の

大部分は不妊を訴えて，不妊外来を訪れたもので，一

部は性器発育不全を訴えて，来院したものも含まれ

る．患者総数は48例である．末梢血培養による核型が

47，XXY型のものに限定した、

 指紋の採取は，指紋採取用インキと上質紙を用い，

通常の方法でおこなった．

 指紋はPenrose（1969）23） VC．従って，弓状紋，尺側

蹄状紋，擁側蹄状紋，渦状紋の4種類に分類し，三指

と全指におけるおのおのの指紋の出現頻度を求めた．

 指の隆線数の計測もPenrose（1969）23）tlこ従い総隆

線数と尺側蹄状紋t擁側蹄状紋，渦状紋の各指および

三指における平均隆線数を求めた．

 日本人正常男女の資料は，Matsuda（1973）20）が男

子305例，女子306例について報告した資料を対照とし

て用いた．

臨1’

KIinefelter’s

syndrome O 9．4 1．0 O 1．O

males O．7 13．8 2，1 O．2 1．O

females O．5 9．8 1．5 O．］ e．3

臨

Klinefelter’s

syndrorne 45．8 52．1

males 39．7 35．6

femnles 4S．9 4e．4

60．4 37．5 10．8

59．7   32．8   65＿ア

66．0 40．7 12．9

研 究 結 果

Whorls

Klinefelter’s

syndrome 46．9 33，3 36．5 6T．5 2）．T

males 58．7 46．2 36．1 66．1 33．8

females 50．7 45．4 3e．2 58．8 2fi．8

 イ）指紋出現頻度（三指）

 K｝inefelter症候群の全指における弓状紋（A），尺

側礼状紋（U），擁側蹄状紋（R），渦状紋（W）の出

現頻度はU＞W＞A＞Rの順であり，おのおのの頻度

は正常女子にきわめて類似している（Table l）．

 弓状紋の頻度が，Klinefelter症候群ではやや多い

が，正常男女との差は有意ではない．これに対して，

正常男子の指紋出現頻度に比べると，Klinefelter症

候群では尺側蹄状紋が有意に多く（P＜O．Ol），渦状

紋は有意に少ない（P〈0．Ol）．二三蹄状紋の頻度は

Klinefelter’5 syndrome （ n＝480 ｝， males （ n＝3050 ｝， fem己1es 〔 n己3060 ）．

   controls data from Metsuda （ 1973 ）．

正常男女との間に有意の差はない．

 ロ）丁丁における指紋出現頻度

 Table 2に左右を合わせた各指における指紋出現頻

度を示す．Fig・1に示すように，正常男女の指紋出

現頻度の描く線は類似した屈曲を示す．

 これに対してKlinefelter症候群では母指における

弓状紋の頻度が正常男女に比べて，有意に高い（P〈

0．Ol）．さらに母指では尺側蹄状紋の頻度が正常男子

より高く（P〈0．Ol），渦状紋の頻度が正常男子より

低い（P〈0．05）．示指では正常男子（P〈0。01），お

よび正常女子（P〈0．05）より尺側蹄状紋の頻度が高

く，渦状紋の頻度は正常男女より低い（P＜0．05）．中

指では渦状紋の頻度が正常女子より高い（P〈0．Ol）．

 ハ）各回および全指における蹄状紋および渦状紋の
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Fig． 1． Distributions of finger patterns on individual digits．

Table 3． Mean ridge－counts of loops and whorls of Klinefelter’s syndrome and controls．
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Petterns 1

digits C left and right combined ） mean ± S．E．

II III IV V all digits

Ulnar
Loops

Klinefelter’s
syndrDme

males

females

、1・58ナ D．フ1

14．86＋ e，34

13，92＋ O．33

8．58＋O．フ4

10．09＋ O．32

10．34． 0．29

9．66＋ O．59 12．38＋ O．95

11．35＋ 0．24    12，56＋ O．3ア

11，15＋ e．22 12．84＋ e．32

11．DO＋ O．66

12．26＋ O．23

11．67＋ O．22

IO．S7± O，33

12．18士「O，13

11■91士0，12

    K］inefelter’s
    syndreme

Redial
    males 14，00＋ 1，58Loeps

    females 12．00t 1．73

5．50＋ 1．48

9．85＋ O，70

10，28± O．80

7．92士 2．OO     8．0ひ

5．67士 1，98    ア．00

11．OO

ll．OO

7．00

6，fiet 1，50

9．78t O，63

9．63± O，70

    Klinefelter’s
    syndrome

Whorls rneles

    fema］es

17．07ま O．5ア

20，78± O，24

19．32± O．25

16．OS± O．53

17，14± O．29

1S．92± O．26

17．］4± O．29 1］．15t O．62

18．S3± O．28 ］9．01± O．22

17，34± O，29 18．43t O．23

13，69± O．66

16，93士 O．2ア

15．60± O，29

16，42t o，28

｝8，73± O，12

17，59＋ O．13

controls date from Matsudia ｛ 1973 ｝．

  平均隆線数

 Table 3に各指（左右合計）と全指における蹄状紋

および渦状紋の平均隆線数を示す．

 KI｛nefelter症候群の尺側回状紋の隆線数は母指に

おいて，正常男子（t＝4．15，P〈O．OOI）および正常

女子（t＝3．00，0．001＜P〈0．005）より少ない．示指

では正常女子に対して，隆線数が少ない（t＝2．18，

0．025〈p＜0．05）．中指では正常男女より隆線数が少な

い（男子：t・＝2．67，女子：t＝2．39，0．Ol〈p＜0．002）．

K：linefelter症候群の尺側蹄状紋の全指における平均

隆線数は10．57であり，これは正常男子（t＝・ 4．71，

P〈0．001）および正常女子（t＝＝3．93，P＜0．001）

より有意に隆線数が少ない．

 Klinefelter症候群の擁側蹄状紋の隆線数は示指に

おいて正常男女より少ない（t＝＝3．76，P＜0．001），

三指における擁側蹄状紋の平均隆線数は6．60であり，

これは正常男子（t＝2．65，0．005〈P〈0．OI）およ

び正常女子（t－2．46，0．Ol＜P〈0．025）より有意

に少ない．

 K：linefelter症候群の渦状紋は示指および正常女子

の中指を除く各回において，隆線数が有意に少ない

（母指；男子，t＝6．18，女子， t＝3．75， P＜0．001，

中指；男子，t＝2．10，0．025〈P＜O．05，環指；男

子，t－3．26，0。001＜P〈0．005，女子， t＝＝・ 2．00，
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O．025〈P〈0．05，小指；男子，t・：4．56， P＜0．OOI，

女子，t＝2．69，0．005〈P〈0．01）． Klinefe！ter症候

群の渦状紋の三指における平均隆線数は16，42で，正

常男女に比べて有意に少ない（男子，t・・7．70，女子，

t ＝3．86， P〈O．OOI）．

 二）総隆線数

 K：linefelter症候群の平均総隆線数は125．91で，正

常男子の151．28（t＝3．78，Pく0．001）および正常

女子の142．20（t＝2．43，0．025くP〈0．01）に比べ

て，有意に少ない（Table 4）．

Table 4． Total finger ridge－counts in Klinefel－

     ter’s syndrome and male and female

     controls・

mean ± S．D．

Klinefelter’s

Sy員dro隠e
（n二48）

males
（n＝305）

females
（n冒306）

125．91 土42．95

151 ，28 i 46．09

142．20 ± 44．81

controls data from Platsuda （1973）．

考 察

 日本人の指紋出現頻度にみられる性差は岸ら24）の日

本人男子992人，女子1，324人の指紋の観察によれば，

次のごとくである．

 弓状紋は男子より女子に多く出現する．擁側蹄状紋

は女子より男子に多く出現する．渦状紋は女子より男

子に多く出現する．

 指紋出現頻度には白人との問に大きな違いがある

が，指紋の性差は白人と同じである16）．

 今回，われわれが調べたKlincfelter症候群の指紋

出現頻度は女子の頻度にきわめて類似していた．男子

に比べると，1〈linefelter症候群では尺側蹄状紋が有意

に多く，渦状紋は有意に少なかった．

 Holt16）はKlinefelter症候群の指紋出現頻度は，

一般集団の男子のそれと同様であると述べたが，本邦

例では，逆に女子の指紋出現頻度に類似していた．

このことは，Penrose2）， Forbes14）， Cushmanら17）が

Klinefeiter症候群の皮膚紋理は正常男子よりも，正

常女子に共通する特徴をもつとの見解を支持するもの

である．

 弓状紋については，われわれの症例では，正常男

女より多いが，有意の差ではない．47，XXY型につ

いて，Cushmanら17）は弓状紋の出現頻度を7．8％，

Hunteri5）は8， 9％と報告した．人種差を考慮しても，

本邦例は3．3％で，その頻度ははるかに低い．

 しかし，指紋出現頻度を各指別に分析すると，

Klinefeltcr症候群の各指における指紋出現頻度は特

異的である．その特徴は母指で，弓状紋が多く，示指

で尺側掌状紋が多く，そのかわり，渦状紋が少ない点

である．このような弓状紋，尺側蹄状紋，渦状紋の分

布は正常男子とも，女子とも異なったものである．

 塩野ら22）は25例のKlinefelter症候群（XXY 21例，

XXYY 2例， XXXY 1例）の指紋出現頻度につい

て，弓状紋と渦状紋は増加し，闘牛蹄状紋は減少する

と述べた．さらに各指では示指で，渦状紋が多く，そ

のかわりに尺側蹄状紋が少なく，弓状紋も示指に多く

出現するという．われわれの成績とは全く対称的に相

反する成績を記載した．このように著しく相違するの

はなぜか．塩野らの症例にXXY以外の性染色体構

成の症例が混入しているだけでは説明がつかない．

 白人に比べて，指紋隆線数が多い日本人において

も，他の人種におけるごとく，男子のほうが女子より

総隆線数は多い19・20）．指紋別の隆線数にも性差がみら

れ，Matsuda2G）は日本人では渦状紋のみ性差があり，

女子より男子のほうが隆線数が多いと報告した。われ

われが調べたKlinefelter症候群では，渦状紋，尺側

蹄状紋，擁側下等紋の平均隆線数はいずれも正常男女

に比べて有意に下値であった．Penrose2）， Forbes14），

Holti6）がKlinefelter症候群では隆線数の少ない指紋

が多いと述べたが，これは日本人例にもあてはめるこ

とができる．

 したがって，指紋総隆線数は本邦例のKiinefelter

症候群は低値で，正常男女より有意に低い．白人の

Klinefelter症候群（XXY）ではHolt25）が117．8，

Penroseカミ114．8， Hunterカミ119．4， Cushmanらが

l18．0という総隆線数を報告しているが，われわれの

成績では125．9で，白人例よりかなり高いが，これは

総隆線数は日本人が白人より高いとい、う人種差による

と考えられる．なお，塩野ら22）は133．7という値を報

告している．

 Alter26）はKlinefelter症候群で，総隆線数が減少

するのは弓状紋が増加するためであると説明したが，、

われわれは各指紋の隆線数が一般に減少することによ

るというPenrose2）の説を支持したい．

ま  と  め

 48例の47，XXY Kiinefelter症候群の指紋につい

て，指紋出現頻度と隆線数を調べた．全冊における指

紋出現頻度は正常女子の頻度に類似している．正常男

子にくらべると尺側蹄状紋が有意に多く，渦状紋が有

意に少ない。しかし，各指別にみると正常男女とはこ
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となり・Klinefelter症候群の母指では弓状紋の頻度．

が有意に多く，示指では有意、に尺側蹄状紋が多く，渦

状紋が少ない．

 Klinefelter症候群の蹄状紋および渦状紋はいずれ

も対照より隆線数が有意に少ない．

 総隆線数は．正常男女より有意に少なく，これは弓．状

紋の増加によるよりも，一般に指紋の隆線数が減少し

ているためと考えられた．

 指紋出現頻度が正常女子に類似すること．，隆線数の

少ない指紋が多いこと，総隆線数が正常女子より，さ

らに少ないことは白人例にみられる特徴と共通する．

 稿を終わるに当り，染色体検査をおこなっていただいた本

学放射能基礎医学教室 土井田幸郎講師ならびに京都府立医

科大学公衆衛生学教室 阿部達生助教授に厚くお礼を申し上

げる．
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